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ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ（Facebook）」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

●後期のレポート提出最終締切日は、2017年１月６日（金）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 

 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/


 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

「クリスマスがやってきます ～大阪駅のできごと～」 

 

最近大阪駅で「困っているから３００円ちょうだい」と知らないおじさんに言われ、お金を渡した、 

ということを複数の生徒から聞きました。教員では 500円渡した人もいます。この話を聞いた時なんて 

優しい皆だろう、生徒たちは優しそうに見えるのだなと思ったりしました。そして「こんなことがあり 

ます。みんな気をつけましょう」と生徒に伝えた方がいいのかなと思った瞬間、そんな自分に愕然としました。

どう、何に気をつけるのか。その人たちは誰かをだましているわけではありません。その人たちはその人 

たちの生き方があります。生徒たちは弱い人、困っている人に寄り添うことをまっすぐに実現しているの 

です。 

私たちの日常の悩みは尽きません。顔をあげるのが苦しい時期もあります。でも私たちの悩みは衣食 

足りて、の悩みです。この寒い時期、クリスマスの時期だからこそ衣食も足りない人たちがいること、 

そして孤独の底に沈んでいる人たちを想いたいものです。 

アンパンマンのテーマソング「なんのために生まれて何をして生きるのか」。アンパンマンは“世界最弱”

のヒーローです。ちょっと汚れたり、雨にぬれただけでも、ジャムおじさんに助けを求めます。 

でも、いざというときには、自分の顔をちぎって食べてもらう。著者の柳瀬さんの人を思う気持ち、 

溢れんばかりの優しさ、何かせずにはおれない気持ちが伝わってきます。アンパンマンは何か余っている 

ものを渡すのではなく、自分を傷めて人にさしだすのです。 

余っているものではなく、できることでしたら少し痛みをもってクリスマス献金のご協力を心から 

お願い申し上げます。 

（副校長 鍛治田千文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメッセージ 
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http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%A2%A5%F3%A5%D1%A5%F3%A5%DE%A5%F3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%B8%A5%E3%A5%E0%A4%AA%A4%B8%A4%B5%A4%F3


 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

今月のトピック 
 

 

2016年度クリスマス礼拝・街頭募金 ご報告 

 

 12月 3日、本校の特別活動の恒例行事、「クリスマス礼拝」「クリスマス街頭募金」を実施しました。 

礼拝は、本校の近くにある日本基督教団大道教会にて行いました。 

礼拝は生徒が主体的に関わり、司会・奏楽などの役割を担い行われます。 

参加することで、クリスマス本来の意味や礼拝の正式な進行など、キリスト教のこともたくさん学ぶことが 

できました。また、宗教科の上地武先生が指揮をされた、マイスペプラスクラスの生徒による「ハンドベル」

も演奏されました。当日のクリスマスメッセージは下記の通りです。 

 

皆さんは、サンタクロースを信じていますか？幼いころから「サンタクロースを信じる」ことは、 

実は、後にとても役に立つのです。それは、心の中に「信じる力」「受け入れる力」を養うことに 

つながるからです。この「力」は、”power"ではなく”capacity”（容量＝部屋）のようなものです。 

心の中にできたこの部屋は、後に「生きる力」につながるのです。幼いころにできた「サンタクロース

の部屋」は、「イエス様の部屋」かもしれませんね。 

（日本基督教団醍醐教会 津田一夫牧師） 

 

街頭募金は、午後 2時前より、ＪＲ天王寺駅北口・東口、近鉄大阪阿部野橋駅北口の 3か所で行いました。 

例年に比べて穏やかな天候の中、最初は小さな声であった呼びかけが、だんだんと大きくなって、たくさんの

道行く人々から募金をいただきました。 

YMCAのクリスマス献金として、国際協力活動の支援や青少年育成活動などに用いられます。 

そのボランティア活動を通して、生徒たちは社会貢献や自らの成長につなげています。 
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  礼拝の感想   

・サンタクロースの部屋を心に持ちながら 
これからも生きていきたいなと思いました。 
司会者をやることになりましたが、良い経験 
でした。 

 
・自分は仏教徒なので教会での礼拝はとても 
 新鮮で貴重な体験でした。 
 
・ピアノやハンドベルの音色、聖書の言葉、 
皆の歌声、感謝の祈り、どれもが新鮮で 
素敵でイエスの教えや御心に感謝し、日々を
過ごしたい。 

 街頭募金の感想  

・募金活動を通して、人々の優しさを知ったり 
感謝の気持ちを忘れてはダメだなと思いまし 
た。 

 
・初めての募金活動をしました。たくさんの人 
が止まってくれて嬉しかったです。大きな声 
を出して熱くなりました。 

 
・集まったお金でたくさんの人が助かったら 
いいなぁ、と思いました。 



 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

日 曜 行事予定など 
 12 月   

12/23 金 冬期休暇開始（～1/4） 12/25 木 マイスペースコース特別活動日 

2017年   1 月   
1/1 日  
2 月  
3 火  

4 水 冬期休暇終了 
5 木 PCルーム開放（15：00～17：00） 

6 金 
後期レポート提出最終締切日（学校窓口 17時、当日郵便消印有効） 
PCルーム開放（13：00～17：00） 

7 土  

8 日  

9 月 （成人の日） 

10 火 
卒業予定者「学校外の学修」単位認定申請締切日 
集中講座「初めて知るキリスト教 3」「産業社会と人間」 
講座「マイスペ体育ｃ」補充スクーリング 

11 水 
集中講座「初めて知るキリスト教 3」「社会と情報」 
講座「体育ｂ1・2・3・4」「体育 e」「体育ｇ1」補充スクーリング 

12 木 集中講座「産業社会と人間」「体育ｂ5」 

13 金 
集中講座「社会と情報」 
講座「体育ｃ1・2・3」補充スクーリング、わいわいカフェ（12：30～15：00） 

14 土 大学入試センター試験 

15 日 大学入試センター試験 

16 月 集中講座「社会と情報」「体育ｂ5」、大学入試センター試験自己採点会 

17 火 集中講座「産業社会と人間」「体育ｂ5」 

18 水 集中講座「社会と情報」「体育ｂ5」、PCルーム開放（13：00～17：00） 

19 木 
講座「課題研究」最終作品提出締切日、集中講座「体育ｂ5」  
1/5以降返却の「再提出評価レポート」提出締切日（17時学校必着） 
PCルーム開放（10：00～12：30） 

20 金 
〔学校通信〕〔単位認定テスト出題範囲の案内〕発送予定 
集中講座「体育ｂ5」補充スクーリング 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 集中講座「社会福祉基礎」 

25 水 
後期〔学習状況報告（最終）〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔レポート解答例集〕 
〔｢筆記式｣テスト時間割〕発送予定、集中講座「社会福祉基礎」 

26 木 単位認定｢課題式｣テスト発送予定 

27 金  

28 土 保護者交流会「ほごしゃＹ２プラザ」 

29 日  

30 月  

31 火  

  2・3月   
2/7 火 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/8 水 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/9 木 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/13 月 
単位認定｢筆記式｣テスト、単位認定｢課題式｣テスト提出締切日 
後期「学校外の学修」単位認定申請締切日、卒業予定者 特別活動認定申請締切日 

2/14 火 単位認定｢筆記式｣テストの追テスト日  

2/20 月 〔学校通信〕発送予定 

2/23 木 単位認定｢筆記式｣テストの再テスト日、｢再テスト課題｣提出締切日 

3/10 金 16 年度後期卒業礼拝（大阪 YMCA会館） 

3/17 金 特別活動「ホームルーム」 

スケジュール（12/23～3/17） 

冬期休暇中は、レポートの窓口提出は 

できません。 

12/23～1/4は学校休業日のため、 

電話での問合せにもお応えできません 

のでご了承ください。 
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【冬期休暇】12月 23日（金）～1月 4日（水） 

■冬期休暇中、レポートは事務室では窓口受付はできません。 

レポートの提出期限が冬期休暇期間に入っている場合は、郵便のみ受付、郵便の消印日が提出日と 

なります。（「事務室からのお知らせ」参照） 

 

 

 

【後期レポートの最終締切日】 １月６日（金）17 時（当日郵便消印有効） 

■学校事務室：17時まで受付(１月集中講座は除く) 

■郵送：１月6日（金）の郵便消印まで有効 

※１月6日（金）に郵便で送る場合：必ず郵便局の窓口で送付してください。 

※ポストに投函
とうかん

しても、そのポストの収集時刻が過ぎている場合は当日消印が付きません。 

※郵便以外の、宅配便・メール便などでの送付は、受け付けられません。 

※レポートは、最終締切日以降は一切受け付けません。 

※最終締切日に、レポートを白紙、または白紙同然で提出した場合は「不合格」となり、 

再提出はできません。 

■レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行の申込みをしてください。 

 レポート再発行の申込受付：1月 5日（木）17時まで 

※レポート提出については、｢事務室からのお知らせ｣もよく読んでください。 

 

【1月 5 日（木）以降に「再提出」評価で返却されたレポートについて】 

■返却されたレポートは、「再提出」評価のものがないかどうか必ず確認してください。 

■最終締切日後（1月 5日以降）に、「再提出」評価で返却されたレポートは必ず確認し、提出期限 

までに、再提出してください。 

提出期限日：レポート表紙に赤字で記された日時（1月 19日（木）17時学校必着） 

※学校の事務室必着（郵便消印ではありません） 

 

【｢調査書｣｢推薦書｣の発行について】 

■大学・短大・専門学校等に出願する際は、高校が発行する｢調査書｣が必要になります。 

｢調査書｣が必要な人は、各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、受験予定校の 

願書・募集要項を持参のうえ、担任を通して早めに申し込んでください。 

■｢推薦書｣が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もありますので、余裕を持って担任まで 

申し込んでください。（いずれも申込みから発行まで１週間かかります） 

  ※「調査書」「推薦書」の発行については、「進路支援からのお知らせ」も読んでください。 

 

 

 

 

重要！！ 

教務からのお知らせ 
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【スクーリング】 

■年内のスクーリング：12月 22日（木）まで  

（「体育ａ・ｂ・ｃ・ｅ・ｇ」の補充スクーリング、４つのクラス、1月集中講座、マイスペースコースの 

一部科目は除く） 

■スクーリングは、各講座とも補講はありません。 

※一部の講座には、「スクーリング代替課題」があります。 

出席時数が不足する場合は、「スクーリング代替課題」の提出で出席を補ってください。 

（「スクーリング代替課題」は、クリーム色紙に印刷されており、代替課題のある講座のレポートと 

一緒にお送りしています） 

※「スクーリング代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっています。 

■スクーリング出席の一部を「スクーリング代替課題」で補う場合： 

バーコードシールをレポート用のシールと間違えないよう確認して貼って提出してください。 

■「代替課題」のシールは、講座名の前に●が付いており、講座ごとにレポート用のシールの後に 

印字されています。 

「スクーリング代替課題」最終締切日：1月 6日（金） 

 

【「総合的な学習の時間Ａ」登録者へ】 

■校外施設見学の「阿倍野防災センター」「大阪くらしの今昔館」「大阪自然史博物館」 

「国立民族学博物館」を登録している人は、1月 6日（金）のレポート最終締切日に間に合うよう、 

年末年始の休館日のある場合を考慮し、早目に見学に行きレポートを提出してください。 

■「総合的な学習の時間Ｂ」の登録者には、12月 9日（金）に、開講する講座の内容案内と、 

受講希望講座の提出用紙をお送りしています。 

まだ、受講希望講座の用紙を提出していない人は、至急提出してください。   （担当：石橋） 

  

【高認および「学校外の学修」の単位認定申請】 

■高認(高等学校卒業程度認定試験)や、英検や漢検などの「学校外の学修」に対する単位認定を 

希望する人で、2017年 3月卒業予定者は、1月 10日（火）までに、担任を通して申請書 

（証明書など添付のこと）を提出してください。 

 ■3月卒業予定でない場合は、2月 13日（月）までの申請分を今年度後期分として受け付けます。 

(いずれも単位認定料が必要) 

 

【ＰＣルームの開放について】 

■以下の日時にＰＣルーム（3階 307教室）を開放します。 

レポート作成に必要な場合はご利用ください。 

 

1月  5日（木）15：00～17：00 

1月  6日（金）13：00～17：00 
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【単位認定テストについて】 

■単位認定テストは、すべての講座で実施します。(｢総合的な学習の時間｣は除く) 

単位認定テストを受験し合格することで、単位を認定します。 

 

●テスト受験資格 

 各講座で決められている「スクーリング出席必要時数」と「レポート合格必要数」の両方をクリア 

することで、その講座の｢テスト受験資格｣が認められます。 

 スクーリングまたはレポートの必要数を満たしていない場合は、受験資格はありません。 

 各講座のテスト受験資格は、個人別の「単位認定テスト受験資格確認表」でお知らせいたします。 

（1月 25日（水）送付予定） 

●テストの出題範囲 

 テストは、ほぼすべての講座でレポート内容から出題されます。 

返却されたレポートは手元に置いて、よく復習をしておいてください。 

各講座の「出題範囲一覧」は、P.8～P.9に掲載しています。 

「レポート解答例」送付予定：1月 25日（水） 

 

●テスト実施方法 

単位認定テストには、「筆記式テスト」「課題式テスト」「実技式テスト」の 3つの方法があります。 

各講座は、この 3つの方法のいずれかで単位認定テストを実施します。 

各講座のテスト実施方法は、次ページの一覧表で確認してください。 

 

◎筆記式テスト 

「筆記式テスト」実施日：2月 7日（火）8日（水）9日（木）13日（月） 

いまからスケジュールを調整しておいてください。 

「筆記式テスト」は、通常のスクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 

「筆記式テスト」時間割送付予定：1月 25日(水) 

 

◎課題式テスト 

「課題式テスト」実施講座の受験資格を認められた人に、｢課題式テスト｣を送付します。 

みなさんは、自宅で「課題式テスト」に取り組み、締切日までに提出してください。 

「課題式テスト」は、受験資格のある人に 1月 26日（木）送付する予定です。 

「課題式テスト」の提出締切：2月 13日（月）17時（当日郵便消印有効） 

締切日までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

 

◎実技式テスト 

スクーリング時にすでに実施しています。くわしくは担当教員に確認してください。 

 

 

重要！！ 
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【2017年 3月卒業予定者へ】 

■今年度後期に卒業が見込まれる人には、「卒業意思確認書」をお送りし、担任宛に提出していただく 

よう案内しています。 

まだ提出していない人は、至急提出してください。 

■高校の卒業要件には、必修科目の履修、74単位以上の修得および 30時間以上の特別活動参加 

などがあります。 

これらの 1つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格していても卒業は認められません。 

■登録している講座のレポートは、確実に最終締切日（1月 6日）までに提出し、合格を得て 

ください。 

■特別活動の参加時間数が不足している人は、2月 13日（月）までに不足分を補うようにして 

ください。（下項参照） 

■万一、卒業要件に必要な必修講座が履修不認定となったり、修得単位数が不足になった場合は、 

「卒業意思確認書」を提出済みの方にかぎり、その講座や単位数により｢卒業認定の特例｣を適用 

できる場合があります。（『2016年度版 学務の手引き』P.13参照） 

■最後まで自助努力を欠かさず、全力を尽くしてください。 

■卒業要件等について不明な場合は、担任までお問合せください。 

 

【特別活動について】 

■本校の卒業要件の一つとして、30時間以上の特別活動への参加が必要です。 

『2016年度版 学務の手引き』（P.14～P.15）で確認してください。 

■個人別の特別活動の参加時間数については、12月 12日の｢学習状況報告｣送付時にお知らせしています。 

■大学・短大・専門学校の「オープンキャンパス」に参加し、「参加報告書」を提出して 

認められれば特別活動として認定されます。（「参加証」など参加を証明するものが必要です） 

「参加報告書」は職員室窓口にあります。          （1校につき 2時間の認定） 

■学校が指定する「芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、ビデオ鑑賞[自宅]、展覧会[美術館・博物館]）」 

をし、「申請書」を提出して認められれば特別活動として認定されます。 

「申請書」は、職員室窓口にあります。           （1回につき 2時間の認定） 

■学校指定の芸術鑑賞等については、12月・1月・2月号の｢学校通信｣でご案内します。 

休みの間にぜひ活用してください。 
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【指定校推薦について】 

指定校推薦の選考は、随時行っています。希望者は、担任まで申し出てください。 

指定校推薦出願までの流れは、下記のとおりです。 

   指定校推薦の申込み（1人 1校） ⇒ 保護者同伴面談 ⇒ 校内選考 ⇒ 出願 

 

【推薦条件について】（『それぞれの未来へ』P7参照） 

■公募制推薦の場合、本校が推薦書を発行する場合の条件は下記のとおりです。 

①前期終了時点で 54単位以上修得していること 

②指定校推薦の場合、前期終了時点で 60単位以上修得していること 

③「校内生活上のきまり」の「担任注意」を２回以上受けていないこと 

 

【専願での出願について】 

■専願で大学・短大・専門学校に出願する場合の条件：合格すると必ず入学すること 

他の大学・短大・専門学校を併願することはできませんので出願の際には注意してください。 

 

【推薦入試、ＡＯ入試が終わったら】 

■入試で面接試験が行なわれた場合、試験後に「面接試験報告書（進学用）」をホームルーム担任 

または進路支援担当者に提出してください 

 

【大学入試センター試験に出願した皆さんへ】 

■センター試験の試験日：2017年の 1月 14日（土）、15日（日） 

■受験票は国公立大学の２次試験および入学手続きの際に必要となりますので、試験終了後も保管 

しておいてください。 

 

【大学入試センター試験自己採点とその後の出願について】 

■大学入試センター試験の受験者は、その後の国公立大学２次試験や私立大学センター利用入試の 

出願に備え、各自自己採点をする必要があります。そのため、試験の際に自分の解答を必ず 

問題用紙に控え、持ち帰るようにしてください。正解および配点は、実施日翌日の新聞（朝刊）に 

それぞれ掲載されます。インターネットで調べることもできます。 

■1 月 16 日（月）の 11 時から本校でセンター試験の自己採点をすることができます。ぜひ参加しましょう 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 

進学について 
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【調査書・推薦書の発行について】 

■調査書・推薦書が必要な人は、1階カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を 

記入した上で担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式を必ず記入してください。 

また、保護者名（押印）を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要） 

■調査書・推薦書の発行には 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し 

込んでください。推薦書の用紙は願書の中に入っていますので、持参するようにしてください。 

■調査書・推薦書の発行についての詳細は、｢事務室からのお知らせ｣（P.15）をご覧ください。 

 

 

 

 

【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.15 参照） 

■学校紹介での就職選考が 9月より始まっています。 

高卒求人票を希望する人・これから就職活動したいと考えている人は、就職担当もしくは担任に 

声をかけてください。なお、11月 1日（火）からは、会社によって複数応募が可能となっています。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

応募先が決まった人は調査書を申し込み、履歴書（指定のもの）を作成してください。 

■面接が終わったら、「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出してください。 

不適切な違反質問があった場合、学校やハローワークが対応することになります。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している人へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、または新聞やインターネット、雑誌の 

一般求人情報を見て応募する場合、各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。 

■現在のアルバイトからそのまま正社員に採用というケースも見られます。多くの場合、学校からの 

書類は必要ありませんが、履歴書（市販のもの）が必要になる場合があります。 
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【保護者交流会「ほごしゃＹ２（わいわい）プラザ」のご案内】 

 

保護者のみなさまが交流し、語り合う機会を下記の通り開催いたします。 
1月初旬に詳しいご案内を郵送します。ご確認いただき、出欠をお知らせください。 
■日 時 1月 28日（土）14：00～16：00 （受付 13：30～） 
■場 所 本校教室（当日掲示） 

 

◆「わいわいカフェ」 
飲み物とお菓子を用意して、みなさんをお待ちしています。 
誰かと話したい時、ゆっくりしたい時、気軽にのぞきに来てください。  

  
日時…1月 13日（金）12：30～15：00 
場所…当日１階ロビー掲示  ※予定は変更になることがあります。 

 
 

◆保健室  
＊保健室で使用する薬について 
保健室では外科的なけがの処置として、主に以下のものを使用しています。  
・消毒液 ・湿布薬 ・点眼薬 

※まれにアレルギー反応が出る場合があります。使用前に確認しますが、自覚症状がある人は申し出て 
ください。 

※内服薬は置いていません。必要のある人は各自で用意してください。 

 

◆カウンセリングスペース 

 
＊開室時間について 
 今後の開室日：２月３日（金）、２月８日（水）、２月１３日（月） 
＊開室時間と担当者 
 月曜日：川口 彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 
 水曜日：西村 博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 
 金曜日：道嶋 公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 
 
※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）まで。 

 

◆Ｙラーニング学習会  
・学習会は１・2月は行いません。 
・新年度の学習会は、新校舎にて行います。実施日が決まり次第、連絡します 
 
学習のポイントについて【冬の時期だからこそ、Ｙラーニングで学力を伸ばそう！！】 
下記は国語の「実りコース」の学習ポイントの一例です。 
Y-Learningは、「ドリル」「実力診断テスト」を次々と進めていく学習教材です。苦手科目や初めて学ぶ 
各教科の単元や設問の内容の学習の仕方について、各教科・単元のなかに「学習のポイントを見る」をクリッ
クすると、その単元の「解説教材」が出てきます。その内容を確認しながら、「確認問題」が出来るように 
なっています。これらの教材を学習すると、ドリルがより学びやすくなります。 
【ポイント】の一例  ※国語の「文法」より 
 
◆ 言葉の単位 

（１）文章・談話 … ひとまとまりの内容を，文字や音声で表したもの 

（２）段落 … 文章を内容のまとまりで分けたもの 

（３）文 … ひとまとまりの内容を表した，ひと続きの言葉 

（４）文節 … 文を意味や発音のうえで不自然にならないように，できるだけ小さく区切ったときのまとまり 

（５）単語 … 文節をさらに分けた，言葉の最小単位 

 

 

生徒支援・学習支援からのお知らせ 

13 



 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

【冬期休暇に伴う事務取扱について】 

■レポートの学校への直接提出については、下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送してください。 

  

冬期休暇に伴う

事務取扱期間 

年末 2016年 12月 22日(木)まで 

年始 2017年 1月 5日(木)から 

※12月 28日（水）～1月 4日（水）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

緊急で連絡がある場合のみ留守番電話に用件及び連絡先を録音してください。 

（学校から連絡できるのは 1月 5日（木）以降です。） 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要 

事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）です。 

■1月 6日（金）のレポート提出最終締切日のレポート再発行：前日 5日（木）17：00までの申込受付 

その際は翌 6日（金）11:00以降に発行いたします。 

 

 

種  類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

「レポート等諸用紙発行願」 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 ｼｰﾄ 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1 枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2016年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

 

 

 

事務室からのお知らせ 
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【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にホームルーム担任と相談のうえ「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入し、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記② 

(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてください。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」 

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。 

(生徒証明書の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2016 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕をもって 

申し込んでください。） 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで 82円 

 ＋280円 3～5通まで 92円 

6～10通まで   140円 
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「その光
ひかり

は、まことの光
ひかり

で、世
よ

に来
き

てすべての人
ひと

を 

 照
て

らすのである。」 

                （ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

1章
しょう

9節
せつ

） 

 

 

過日
か じ つ

、東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

で被害
ひ が い

を受
う

けた地域
ち い き

を訪問
ほうもん

してきました。あの「３・１１」

の大震災
だいしんさい

から 5年
ねん

8 ヶ月
げつ

が過
す

ぎていますが、今
いま

なお復興
ふっこう

のままならない所
ところ

で避難
ひ な ん

 

生活
せいかつ

を強
し

いられている方々
かたがた

、津波
つ な み

に対
たい

する PTSD（心的
しんてき

外傷後
がいしょうご

ストレス障害
しょうがい

）に

苦
くる

しんでいる方々
かたがた

のお話
はなし

に心
こころ

が痛
いた

みました。横浜
よこはま

では、避難
ひ な ん

生活
せいかつ

で福島
ふくしま

から 

転校
てんこう

をしてきた小学生
しょうがくせい

が学
がっ

校内
こうない

でのいじめにあったこと、それも転校
てんこう

してから 

ずっと続
つづ

いていたことが報道
ほうどう

されていました。これも心
こころ

が痛
いた

みました。 

  今年
こ と し

は、熊本
くまもと

や大分
おおいた

、鳥取
とっとり

でも大
おお

きな地震
じ し ん

がありました。被災者
ひさいしゃ

の痛
いた

み、 

苦
くる

しみ、不安
ふ あ ん

にどのように接
せっ

して良
よ

いのか、いつも悩
なや

みます。心
こころ

が暗
くら

くなります。 

けれども聖書
せいしょ

は、伝
つた

えます。 

  光
ひかり

があることです。どんなに暗
くら

く落
お

ち込
こ

んでも、どんなに悲
かな

しく 心
こころ

が痛
いた

んで

も、まことの光
ひかり

が世
よ

に来
き

て、すべての人
ひと

を照
て

らす、と伝
つた

えます。 

  聖書
せいしょ

が記
しる

すまことの光
ひかり

とは、イエス・キリストのことです。私たちがイエス・

キリストに向
む

き合
あ

うとき、イエスの光
ひかり

に照
て

らされます。暗
くら

い心
こころ

が明
あか

るくされ、 

痛
いた

んだ 心
こころ

が癒
い

やされます。クリスマスはそのイエス・キリストを迎
むか

える時
とき

です。

みんなが笑顔
え が お

になれるように、イエスの光
ひかり

を受
う

け入
い

れましょう。きっと良
よ

い 

クリスマスになります。 
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きょうかい
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みなみ
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今
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